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質疑応答 

 
質問者①（JAXA  Astro-H プロジェクト夏苅氏） 

試験の自動化に当たって、自動化すること自体に手間がかかっていると思います。その辺

は 2 号機以降は大分完全になると思いますが、例えば ASTRO-H のような他のシリーズに関

して、最初にやる効果というのはどのぐらいなのでしょうか。 

 

発表者 

今現在並行で小型科学衛星も同じ Nexter のバスを使用して試験していますが、そちらには

手順の提供と言いますか、全く同じ手順で立ち上げる部分がありますので、大きな効果が

あると思います。ASTRO-H に関しましても、スペースワイヤーのネットワークはおそらく

冗長系を組んでいて複雑にはなっていますが、主な主系の部分で、例えば、先程 ASNARO

でも挙げたように衛星立ち上げ等、毎回行うような試験については、自動化を進める意義

は大いにあると思います。ただし ASNARO の場合、おっしゃった通り試験を自動化するこ

と自体に時間がかかりますので、そことのトレードオフが非常に大事になります。例えば 

1 回しか実施しない試験手順なのに自動化にこだわってしまうと、それは単純に時間のロス

になりますので、しっかりと考えた上で進めることが大事だと思います。 

 

 

質問者①（JAXA  Astro-H プロジェクト夏苅氏） 

2 週目の効果が ASTRO-H も適用できるようになると思ってよろしいのでしょうか。 

 

発表者 

はい。 

 

 

質問者②（JAXA 環境試験技術センター柳瀬氏） 

今回、電気試験ということで発表していただいたのですが、環境試験技術センターは主に

環境試験がメインでやってますが、普通にインテグレーションをやっていたりします。こ

ういうインフラとか設備があったら、電気試験がもっと筑波でやりやすくなるということ

があれば教えていただきたいと思います。 
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発表者 

ASNARO は環境試験技術センター様には大変お世話になっておりまして、システムの地上

電気試験から 8m チャンバでの熱真空試験まで現在でもお世話になっています。今のご質問

は、試験設備に対する要望ということですね。自動化というところまで踏み込むというの

は難しいと思いますが、少し考えさせて下さい。 

 

 

質問者②（JAXA 環境試験技術センター柳瀬氏） 

例えば、電気試験をやる時に、NEC 本社からモニタリングを自動化するとできるようにな

る、どこからでもモニタリングできるようになっているとか、そういうネットワーク線み

たいなものが筑波と NEC 本社の間にあると、もっと安く早くできるよ、ということは考え

られますか。 

 

発表者 

その通りだと思います。特に衛星の監視という意味では、全員が衛星の実物の目の前に座

っている必要は無くて、それよりもコンポーネントの技術者であるとか、サブシステムの

担当者、NEC の技術開発部隊が元々居るところで監視ができたら、直ぐに不具合が発覚し

た時に対応できるというふうに、試験期間を短縮したり、不具合の早期発見に大いに役立

つと思います。 
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